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1．研究の背景

1.1　問題の所在

（1）学習基盤となる情報活用能力
平成29年告示の小学校学習指導要領総則において

「各学校においては（中略）言語能力，情報活用能力（情
報モラルを含む。），問題発見・解決能力等の学習の基
盤となる資質・能力を育成していくことができるよう，

（中略）教育課程の編成を図るものとする。」（文部科学
省 2017）とあり，情報活用能力が言語能力，問題発見・
解決能力と並んで学習の基盤となる資質・能力として
位置づけられた。文部科学省は情報活用能力とは，「世
の中の様々な事象を情報とその結び付きとして捉え，
情報及び情報技術を適切かつ効果的に活用して，問題
を発見・解決したり自分の考えを形成したりしていく
ために必要な資質・能力である。より具体的に捉えれ
ば，学習活動において必要に応じてコンピュータ等の
情報手段を適切に用いて情報を得たり，情報を整理・
比較したり，得られた情報を分かりやすく発信・伝達
したり，必要に応じて保存・共有したりといったこと
ができる力であり，さらに，このような学習活動を遂
行する上で必要となる情報手段の基本的な操作の習得
や，プログラミング的思考，情報モラル等に関する資

質・能力等も含むものである。」（文部科学省 2017）と
定義している。これからの予測困難な時代を生きる子
どもたちが情報を主体的に捉えながら，何が重要かを
主体的に考え，見いだした情報を活用しながら他者と
協働し，新たな価値の創造に挑んでいくためには，情
報活用能力の育成が重要となる。また，日常生活にお
いても，急速な情報化が進み，これまで以上に情報や
情報手段を適切に活用できることが求められており，
学校に求められることも大きくなっていくと考えられ
る。

（2）コロナ禍による1人1台端末配布の前倒し
情報活用能力の指導の必要性については，これまで

も指摘されてきた。例えば平成20年告示の旧学習指導
要領総則に「各教科等の指導に当たっては，児童がコ
ンピュータや情報通信ネットワークなどの情報手段に
慣れ親しみ，コンピュータで文字を入力するなどの基
本的な操作や情報モラルを身に付け，適切に活用でき
るようにするための学習活動を充実するとともに，こ
れらの情報手段に加え視聴覚教材や教育機器などの教
材・教具の適切な活用を図ること」（文部科学省 2008）
と言及されていた。

しかし，OECD生徒の学習到達度調査（PISA 2018）
によると，学校の授業におけるデジタル機器の使用時
間はOECD加盟国中最下位という結果であった。要因
の1つとして考えられることとして，学校のデジタル
環境整備の遅れが挙げられる。平成30年度学校におけ
る教育の情報化の実態等に関する調査結果（文部科学
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省）によると教育用コンピュータ1台当たりの児童生徒
数が全国平均5.4人，普通教室の無線LAN整備率が
34.5％であった。このような環境下においてデジタル
機器の活用が進まなかったと考えられる。そこで，令
和元年12月，文部科学省よりGIGAスクール構想が出
され，学校の環境整備が進められることとなった。当
初の予定では令和5年度までに1人1台端末の達成を目
指していたが，緊急時の家庭でのオンライン学習の環
境整備のため，多くの自治体が前倒しで整備を行った。
そのため，準備期間が短く，1人1台端末をどのように
授業で活用したらいいか，家庭への持ち帰りの規則を
どうするかなど，多くの学校で混乱が生じる結果となっ
た。

（3）1人1台端末の活用が進まない主な要因
授業で1人1台端末の活用があまり進まない要因を児

童生徒側の問題と教員側の問題として考えてみる。
児童生徒側の問題として，ICTリテラシーが不足し

ていることが考えられる。前述の通り，学校のデジタ
ル環境整備が遅れていたこと，それに加えてOECD生
徒の学習到達度調査（PISA2018）の「学校外でのデジ
タル機器の利用状況」の項目で学習面での活用がOECD
加盟国の平均を大きく下回っていたことからもわかる
ように，普段から学習にデジタル機器を活用してこな
かった現状がある。そのため，レポートやプレゼンテー
ション資料の作成等に必要な技能が身についていない
児童生徒が多く，デジタル機器の使い方から指導をし
なければならないため，限られた時間内で計画通りに
終えることが困難になってくる。よって多くの教員が
従来通りの指導法を選択し，1人1台端末を活用しない
のではないだろうか。

教員側の問題として2点挙げる。1点目は児童生徒と
同じく，教員のICTリテラシー不足である。昨年度末
に多くの自治体で導入された1人1台端末であるが，多
く教員が端末の使える機能を理解していなかったり，
使いこなせなかったりする現状にある。教員のICTリ
テラシーは教員間の格差も大きく，担任によって端末
を活用する学級，活用しない学級に分かれてしまうこ
とも大きな問題である。また，授業中に起こる機器の
トラブルにも対応できないと感じている教員も多く，
活用に消極的になっていると考えられる。2点目は教
員のICT活用指導力に対する誤った認識である。タブ
レットを使った全く新しい授業をしなければならない
と感じている教員も多くいるのではないかと考えられ
る。全ての授業を1から構想するには多大な労力がか
かる。そのため，授業で活用することをためらってい
るのではないだろうか。また，1人1台端末を使えば情

報活用能力が育てられるといった誤った認識で，端末
を使うこと自体が目的化してしまうことも大きな問題
である。授業の目的は学習内容を身につけることであ
り，デジタル機器を活用することは学習内容を身につ
けさせるための手段であることを踏まえた上で授業づ
くりを行うべきであると考える。

1.2　研究の仮説

本研究では研修者が将来，学校現場において全ての
教員のICT活用指導力向上を推進するリーダーとして
活躍できるために，以下の仮説を立てた。

（1）日常的に1人1台端末を活用する場面を学年ごとに
設定し，習慣化させる指導法を確立すれば，児童及
び教員のICTリテラシーの向上が図れるであろう。

（2）1人1台端末を活用した授業づくりや活用を進めて
いく上で生じた問題点を共有するための教員研修の
充実方法を確立すれば，学校及び教員のICT活用に
対する意識改革と指導力向上が図れるであろう。

1.3　研究の目的

本研究では，現場教員の課題を次の2つの側面から
解決することを目指す。

（1）児童及び教員のICTリテラシーの向上を図るため
に，日常的に1人1台端末を活用する場面を学年ごと
に設定することで習慣化させる指導法を提案する。

（2）学校及び教員のICT活用に対する意識改革と指導
力向上が図るために，1人1台端末を活用した授業づ
くりや活用を進めていく上で生じた問題点を共有す
るための教員研修の充実方法を提案する。

2．先行調査

デジタル庁は令和3年7月に「GIGAスクール構想に
関する教育関係者の皆様へのアンケート」を実施した。
GIGAスクール構想で整備された一人一台端末の効果
的な活用に向け，端末やネットワーク環境，デジタル
教材や教育方法，学校現場におけるデジタル人材といっ
た様々な現場の課題を幅広く把握し，今後の政策の検
討・改善へと活かす事を目的に実施された。アンケー
トに回答した教育関係者とは小中高の教員，保護者等
である。本研究では勤務校である小学校で実施するた
め，小学校教員の回答を抽出してまとめていく。

学習者(児童)について感じる課題については，「操作
など基本的な使い方が分からない」の回答率が他の校
種と比べて顕著に高かった。このことから現場では多
くの教員が学習者のICTリテラシー不足に悩んでいる
という結果になった。次いで高かった項目が「情報モ
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ラルが不足している」「学習以外の用途に利用してしま
う」であった。

教職員について感じる課題については，ICTリテラ
シーに関する項目が他の校種と比べてやや高かった。
また，「リテラシーの高い教員に業務負担が偏る」の項
目がどの校種でも高い傾向にあった。この結果から，
自身のICTリテラシー不足に悩んでいる教員が一定数
存在すること，新しい操作技能の伝達，指導といった
研修方法がリテラシーの高い一部の教員の負担になっ
ていることが明らかとなった。また，自由記述には研
修の必要性が多く書かれていた。

3．研究方法

本研究は，深谷市立榛沢小学校で行った。全校児童
数176名，学級数8学級（特別支援学級2学級含む），教
員数14名（研究協力者数10名）の小規模校であり，GIGA
スクール構想で導入された端末はiPadであった。各提
案の有効性について2021年9月～ 2022年1月まで次の
ように教育臨床的に研究を進めた。

3.1　習慣化させるための指導法

1人1台端末の活用を日常化するための仕掛け，仕組
みを提案し，実践してもらうことで，児童と教員のICT
リテラシーが高まるかを検証するように，次のように
段階的に進めた。

（1）研究協力校の校内研修で，ICTリテラシーを向上
させるために日常生活の中でタブレットを活用させ
る仕組みを提案し，学年ごとに活用方法を考案する。

（表1）
（管理職，教務主任への説明：8月下旬，全教職員へ
の提案：9月中旬）

（2）2学期の間，実践してもらう。実施状況の確認を
行うため，研究者は週1日来校する。必要に応じて
学級に入り，担任及び児童のICT活用の支援を行う。

（3）1学期と2学期の1人1台端末活用状況を比較する
ため，ア.MicrosoftTeams活用回数及び活用場面の
調査，イ.児童と教師を対象にした質問紙調査（1回
目：9月上旬，2回目：12月末）を実施する。また，
児童のICTリテラシーの向上を見取るため，ウ.ICT
活用スキルに関するパフォーマンステストを実施す
る。

3.2　校内研修の充実

教員がICT活用指導力と情報活用能力との違いや関
係を意識し整理できるような校内研修を計画・実施し，
教員の意識改革を図ることを意図して次のように段階

的に進めた。
（1）授業を参観し，研究校の現状を把握する。
（2）研究校の現状を踏まえて，校内研修の内容を検討

し，実施する。内容は以下の通りである。
①　学校教育においてICTを利活用する意義
　　（スライドP5 ～ P13）
②　タブレットを使った授業づくりの具体案
　　（スライドP16 ～ P20）
③ 　教員への質問紙調査の回答分析，「1人1台端末」

の日常生活での活用の必要性
　　（スライドP24 ～ P27）
④　事例紹介，演習
　　（スライドP29 ～ P32）
⑤　「ミニ研修会」の提案 （スライドP33）

（3）実施後，内容についての理解度と納得度を把握す
るため，質問紙調査を実施する。

図1　情報教育と授業の情報化についてのスライド

表1　日常生活における学年ごとの「1人1台端末」
活用方法（1学期からの実践も含む）
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3.3　教員の意識の変容を見取る

教員の持っている「1人1台端末」「ICT活用指導力」
に対するイメージの変容を調査するため，1学期末と2
学期末に質問紙調査を実施する。

4．結　　果

4.1　「1人1台端末」活用状況の変化

（1）Teams使用回数及び活用内容の変化
深谷市では情報のやりとりのプラットホームとして，

MicrosoftTeamsを活用している。表1「日常生活にお
ける学年ごとの1人1台端末活用方法（1学期からの実
践も含む）」にもあるように，3 ～ 6年生でTeamsを日
常生活の中で生かす取り組みを考え，実践していただ
いた。そこでまずは，Teamsの活用回数の推移，活用
内容の変化まとめた。

Teamsの活用回数は授業内容等で変動するため，7
日間平均で表し，1学期，指導法の考案後，校内研修
後で比較した（図3）。Teamsの活用内容については教
員，児童がそれぞれどのような場面で活用していたの
かを調べ，変化の様子を時系列でまとめた（図4）。

（2）質問紙調査における回答の変化
児童及び教員を対象に，1学期末と2学期末に1人1

台端末活用の様子を質問紙で調査した。
①教員への質問紙調査結果

1学期末と2学期末に同じ内容の質問紙調査を行っ
た。教員自身の使用頻度（表2），児童の使用頻度（表3）
をそれぞれ調査した。1学期の調査は5名，2学期の調
査は10名が回答している。

表 2　教員自身の使用頻度の調査結果

毎日 2 ～ 3日 1週間
1学期 3名 0名 2名
2学期 5名 4名 1名

表3　教員自身の使用頻度の調査結果

毎日 2 ～ 3日 1週間
1学期 2名 1名 2名
2学期 5名 5名 0名

②児童への質問紙調査結果
1学期末と2学期末に同じ内容の質問紙調査を行っ

た。児童自身の使用頻度（図5），使用ツール（図6）を調
査し，1学期と2学期の変化をまとめた。1学期の調査
は108名，2学期の調査は144名が回答した。

図4　3～ 6年生Teams活用内容の変化

図2　ミニ研修会提案のスライド

図3　全校のTeams活用回数の推移と7日間平均
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（3）パフォーマンステストの内容と評価
日常生活で活用したことで児童のICT活用スキルが

高まったかどうかを調査するために，パフォーマンス
テストを実施した。研究校の校内授業研究会での1人
1台端末を活用する場面において，児童のスキルだけ
で操作ができていたかをまとめた（表4）。

4.2　校内研修の内容に関する質問紙調査

3.2の校内研修終了後，ICT活用指導力と情報活用能
力について，違いや関係を意識し，整理できたかを検
証するため，研修の内容についての理解度，納得度に
ついて質問紙調査を実施したところ，表5の結果が得
られた。

表5　校内研修後の質問紙調査の回答結果
（回答者数7名）

奇数番号項目： 1：全くわからなかった　2：あまりわから
なかった　3：わかった　4：よくわかった
で回答

偶数番号項目： 1：全く同意できない　2：あまり同意でき
ない　3：同意できる　4：非常に同意でき
る　で回答

質問項目 平均
（1） 学校教育においてICTを利活用する意義（ス

ライド5 ～ 13）の説明はわかりやすかった
ですか。

3.57

（2） 学校教育においてICTを利活用する意義（ス
ライド5 ～ 13）の内容についてのお考えを
お聞かせください。

3.57

（3） タブレットを使った授業づくり（スライド
16 ～ 20）の説明はわかりやすかったですか。 3.57

（4） タブレットを使った授業づくり（スライド
16 ～ 20）の内容についてのお考えをお聞か
せください。

3.57

（5） アンケート回答の分析，タブレットを日常
生活で活用する必要性（スライド24 ～ 27）
の説明はわかりやすかったですか。

3.86

図 5　端末の使用頻度（児童の自己評価）

表4　授業内容とパフォーマンステストの評価

図 6　端末の活用ツール（児童の自己評価）
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（6） アンケート回答の分析，タブレットを日常
生活で活用する必要性（スライド24 ～ 27）
の内容についてのお考えをお聞かせくださ
い。

3.71

（7） 事例紹介，演習（スライド29 ～ 32）の説明
はわかりやすかったですか。 3.57

（8） 事例紹介，演習（スライド29 ～ 32）の内容
についてのお考えをお聞かせください。 3.57

（9）ミニ研修会の賛成，反対 賛成
100％

（10）自由記述
・お疲れ様でした。ミニ研修会良いと思います！楽し

みです。
・具体的な授業展開の部分がもう少し知りたかったで

す。
・操作方法や活用事例をもっとたくさん知りたいです！
・現在の実情から考えて，ICTを活用する場面が限ら

れており，使用することが目的になっていました。
研修で学んだことがこれからの場面で活かせるよう
にしたいと思います。ありがとうございました。

・活用が頻繁な学年，学級とそうでないところがある
ので，教員が自主的に活用方法等を学ばないとタブ
レットを使った授業づくりに差が出てきてしまうな
と感じてます。その差を小さくしたいので，ミニ研
修会は，賛成です。

・学年によっての活用の仕方を他学年についても教え
ていただきたいです。

4.3 教員の意識変容

各教員に，1学期，2学期のそれぞれの実践を振り
返った上で，1学期末（9月上旬），2学期末（12月末）の
時点でのICT活用に対する意識について同じ質問紙を
用いて調査を行った。表6に，教員ごとに1学期末，2
学期末の回答結果を整理した。

表 6　教員へのタブレットを活用した授業に対する
質問紙調査の結果

・ タブレットを授業で使用する（使用させる）ことへの期
待（自由記述）上段：1学期

下段：2学期
Ａ
教
諭  

6
年
担
任

・ 調べ学習では多くの情報を素早く得られ，その中
から必要な情報を取捨選択する学習を繰り返すこ
とで情報活用能力が向上するのではないか。

・ まだうまく生かせていませんが個別最適な学びに
つなげていきたい（単元内自由進度学習などに挑
戦したい・・・と考えています）

Ｂ
教
諭  

4
年
担
任

・ 児童同士の交流，教員の資料提示のやりやすさ
・ 子どもたち同士の情報共有
・ 調べたいことが，すぐに調べられる（3学期イン

ターネットの検索の仕方等を重点的に指導したい
と考えています）

Ｃ
教
諭  

5
年
担
任

・ 調べ学習での内容の広がり。
・ 言葉だけでは伝えるのが難しいものでも，画像や

動画を見せることで理解を深められる。

Ｄ
教
諭  

1
年
担
任

・ 学習でオンライン授業や調べ学習の活用がスムー
ズにできるようになること

・ 資料収集や写真活用で授業のスムーズ化
・ 児童同士の情報共有

Ｅ
教
諭  
2
年
担
任

・ 調べ学習がスムーズにできるようになる。
・ 児童自身が簡単に発表資料の作成ができるように

なる。写真の貼り付けなど。
・ A評価の児童の授業中の待ち時間がなくなる。プ

リントを用意しなくてもドリルパークが使える。
・ 学習のまとめが写真などを使って簡単にできるよ

うになること

Ｆ
教
諭  

教
務

・ ノートに書くことの時間削減
・ 自分の学習記録が残しやすい
・ 子供の段階で操作に慣れる

Ｇ
教
諭  

教
務

・ データや情報交換の共有しやすさ
・ 調べ学習の幅が広がる。
・ プレゼン方法の多様化

Ｈ
教
諭  

特
支

・ 苦手な学習に楽しく取り組める。

Ｉ
教
諭  

特
支

・ 授業内容の効率化

Ｊ
教
諭  

3
年
担
任

・ ローマ字入力に慣れ，調べ学習をタブレットでま
とめることができる。

・ タブレットを授業で使用する（使用させる）ことへの不
安（自由記述）上段：1学期

下段：2学期

Ａ
教
諭  

6
年
担
任

・ タブレットを使うことが目的になってしまう（教
師・児童共に）

・ 体験的な学習などの従来の学習に比べて，タブ
レットでの学習は定着率が低いのでは無いかとい
う懸念がある。

・ 低位児童への支援　思考面やタブレット操作など
の技能面
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Ｂ
教
諭  

4
年
担
任

・ 使い方を学ぶのにとても時間がかかります！例え
ば，新聞作りをワードでやるとなると，ワードの
使い方から指導しなくてはいけないので。

・ 視力の低下

Ｃ
教
諭  

5
年
担
任

・ 学習規律の徹底が難しい（ネットマナーやモラル
なども含め）

・ 新しいアプリなど良いものがどんどん出ているが，
無料アプリだと広告などが入ってしまうため学習
中に気を取られてしまう子がいる。

Ｄ
教
諭  

1
年
担
任

・ 子供も使い慣れるまでは，説明に時間がかかって
しまい，1時間のうちに学習内容が終わらなくなっ
てしまうことがある。

・ 個人情報の流出や教師の学習への活用方法につい
て

・ 教師自身の機能活用理解不足
・ ノートへの書く作業が減り，書く力不足にならな

いか。
・ タブレット活用が得意とする児童と苦手な児童と

の差が出ないか。

Ｅ
教
諭  

2
年
担
任

・ 自分自身が使いこなせていないため，授業中の操
作に待ち時間ができてしまう。

・ （タブレットの使い方を）予習して授業に臨んでも，
予想していなかった誤作動やうまくいかないこと
が起こる。研究授業などで使うには勇気がいる。

・ 教師自身の能力に差があり，高学年の学習には自
分がついていけないように感じる。

・ 使用していた機能が次の年に使えなくなるような
ことがある。

・ 教育委員会の設定や通信状況で使いたいものが使
えなくなる時がある。

Ｆ
教
諭  
教
務

・ 子供たちの学力に関して（向上？）
・ 文字を書くことへの意識の低下
・ 技能技術の差（子供，教員ともに）
・ 視力低下

Ｇ
教
諭  

教
務

・ 時間の管理（長い時間，遅くまでやってしまう。）
・ 視力低下

Ｈ
教
諭  

特
支

・ どんな活用方法があるのか，自分から聞きたいが，
何をどうしたいのかが自分ではっきりしていない
とそのままになりがちになる。情報提供や提案を
してもらえるとありがたい。低学年の様子をなる
べく聞くようにしているが，活用の広がりに欠け
ていることに悩む。

Ｉ
教
諭  

特
支

・ 通信トラブルなどの対処

Ｊ
教
諭  

3
年
担
任

・ トラブルがあった時の対応。

5．考　　察

5.1　指導法の効果～教員のICTリテラシーの向上

児童のICTリテラシーを向上させるために教員が1
人1台端末を日常的に活用する環境を整えることがで
きたかを検証する。具体的には①Microsoft Teamsの
活用回数及び活用内容の変化，②教員への1人1台端末
の活用に関する質問紙調査の2つで検証した。
・図3のTeams活用回数を2021年9月の指導法考案前

後で比較したところ，考案後に活用回数が増加して
いた。中高学年において，日常生活でTeamsを活用
する環境を整え，実践した結果といえる。12月の研
修後も活用回数の増加が見られた。図4の活用内容
に加え，担任が出張先から学級に向けてTeamsで連
絡したり，欠席の児童と連絡を取り合ったりするな
ど発展した活用法も見られ，便利なツールとして習
慣化されてきたといえる。また，低学年においても，
授業中に図工の作品を撮影したものを投稿するなど，
少しずつ活用する様子がうかがえた。

・表2，3の教員への，1，2学期の1人1台端末に関す
る意識を尋ねる質問紙調査の結果を比較すると，「教
員がどの程度活用したか」「児童にどの程度活用させ
たか」ともに使用頻度が増加していた。しかし，主
に低学年担当教員から来年度以降の自分自身の操作
スキルを不安視する記述が残っていた。そのため，
低学年担任であるＤ教諭，Ｅ教諭に追加でインタ
ビュー調査（1月）を行った。インタビューでは，特
に，①「最近授業で端末を活用する際，困ったこと
があったか。それはどんな場面か」，②「来年度以
降，中高学年担任になった場合，不安に思うことは
あるか」，③「『ミニ研修会』でどんなことを提案す
るか」の3点を質問した。①に関しては両教諭から

「普段使っていない機能を使わなければ問題ないが，
新しい機能を使おうとすると指導の手が足りないの
で困ってしまうことがある」という意見が聞かれた。
またＤ教諭からは「機器のトラブルが起きた時の対
応ができない」，Ｅ教諭からは，調べ学習の際に「（自
分で調べたサイトの）書いている内容を児童が理解で
きない」と漢字が読めない，難しい概念を理解でき
ないサイトが出てくると教員が対応できない。また
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事前に教員が妥当なサイトを調べて用意しようとし
ても適切な表現のサイトを見つけることが困難であ
り「児童に合ったサイトを提供できない」といった
意見も聞くことができた。また，②に関しては，来
年度以降の不安として「児童がすでに使えるように
なった機能を教員が使えないこと，使ったことがな
いこと」が挙げられた。さらに，③に関しては，「他
学年がどのようなことを行っているのか知りたい」
など情報提供，共有をして欲しいとの回答であった。
以上のことから，日常生活で活用する環境を整える

ことは教員のICTリテラシーを高めるために有効であっ
たと示唆される。しかし，発達段階からどうしても絶
対的な活用頻度が少なくなる低学年の担任の質問紙の
回答及びインタビュー結果からもわかるように，教員
全体のICTリテラシーを高めるためには，日常での習
慣化だけでなく，校務への積極的導入など学校全体で
の取り組み，さらに定期的な校内研修の必要性が示唆
された。

5.2　ICT活用に対する意識改革と指導力向上

表5に示した，校内研修終了後に行った質問紙調査
の結果から，以下のことが明らかになった。
・4件法の平均点から，どの内容も理解度，納得度と

もに高かった。特に1人1台端末を日常生活で活用す
ることの必要性に対する納得度は高かった。また，
提案した「ミニ研修会」についても，肯定的な意見
が多かった。

・表5（1）（2）の回答結果，自由記述の内容から，研修
に参加した教員が「情報活用能力を育成するための
授業（情報教育）」と，「授業の情報化（効率化）」の違
いを理解することができた。

・4.2の調査においても，4.3の調査においても「ICT
を使うこと自体が目的化してしまっていた」と記述
した教員がいたが，全員が他方で「授業の情報化を
図るために活用したい」「単元内自由進度学習に取り
組んでみたい」とも記述しており，ICTを手段とし
て捉えることができていたようであった。特に，表
6から1学期は目的化してしまうことに不安を述べて
いたが2学期にはその記述がなくなっていたＡ教諭
に，具体的な変化についてインタビュー調査をして
みると，「1学期は学校や自治体単位で端末を使うこ
とを決められてやらされている感が強く，結果とし
て使うことが目的化していると不安に感じていた。2
学期も本研究を含め，活用するように言われる機会
はあったが，児童への連絡，アンケートの回収，集
計など，実際に活用する中で必要感や利便性を実感
し始めたからより主体的にICTを使う気持ちになっ

たのではないか」と回答した。
・Ａ教諭は，先のインタビュー時に，日常生活の中で

活用することで1人1台端末をより身近に感じるよう
になったため，職員室でも話題になりやすく，使い
方などを気軽に聞き合える関係になってきたとのこ
とだった。それは，5．1でのＤ教諭，Ｅ教諭へのイ
ンタビュー調査からも，自分から困っていることを
発信して全員で取り組もうとする様子がうかがえた。
以上のことから，教員の1人1台端末に関する意識改

革をある程度進めることができたと考えられる。

5.3　研究の成果～児童のICTリテラシーの向上

児童のICTリテラシーの変容を4.1（1）Microsoft 
Teamsの活用回数及び活用内容の変化，4.1（2）児童へ
の1人1台端末の活用に関する質問紙調査，4.1（3）授業
中における1人1台端末活用のパフォーマンステストの
3つで検証した。
・図3から，日常生活において，児童がTeamsを主体

的に活用する場面が多く見られた4年生と他学年を
比較すると，授業外で活用するチャネル数が9個で
他学年が最大でも3個であったことに対して顕著に
多かった。投稿内容も係からのお知らせなどを一方
的に載せるのみだったものが，アンケートを採った
り，忘れ物をした児童が支援を求めたり，担任管理
の下，双方向のやりとりを行っていた。

・パフォーマンステストで，児童の操作スキルを確　
認したところ，日常的に使っているツールの技能が
定着していた。また，1，2学期の児童への質問紙調
査の結果を比較すると活用できるツールが増えたこ
とがわかった。

・4.3の質問紙調査で1学期に「児童のICT操作スキル
の低さ」を不安視していたＢ教諭の2学期の回答か
ら，スキルに関する記述がなくなっていたため，そ
の理由について追加でインタビュー調査を行った。
その結果，Ｂ教諭は「わからないことはインターネッ
トで検索したり，できる友友達と情報共有をしたり
する中で，児童のタブレットを使うことへの抵抗感
が低くなったのではないか。」との理由であった。日
常生活の中で自由に活用していく場を設け，児童が
主体的に活用法を考える中で習慣化していき，端末
を文房具のように捉えることができ始めたのではな
いかと考えられる。
以上のことから，児童のICTリテラシーを高めるた

めには，（a）技能訓練のために強制的に使用する枠組
み，（b）担任管理の下での自由度を高めた端末活用機
会，の必要性が示唆された。
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6．今後の課題と展望

本研究ではICTリテラシーの中の基本的な機器の操
作スキルに関しては全学年で一定の効果が見られたが，
今回は期間が短かったことから仕方がないがICTの特
性を生かした効果的な活用法は一部の学級でしか見ら
れなかった。教員の1人1台端末の教育での活用に対す
る意識は変わってきているが，それを後押しする教員
自身のスキルの向上や，学級運営や授業づくりの工夫
を支える情報収集のために時間的余裕はもちろん，教
員同士の情報交換，さらに先端的な事例の提供を促進
できる場作りを校内で進めることで，教員のICT活用
をより日常化，習慣化する仕組みづくりが必要である
と考える。その一つとして本研究で提案する「ミニ研
修会」が教員からも期待されており，今後，その内容
の開発と継続的実施の方法を検討していきたい。

また，授業づくりにおいては，授業のICT化の側面
での活用が大多数を占め，ICTリテラシーの中でも情
報活用能力を高めるための授業はほとんど見られなかっ
た。今回実施した研修会は，まずは日常的に1人1台端
末を使ってもらうことに焦点を置いた内容であったた
め，教育の情報化の目的としての情報活用能力の育成
と，学び方の多様化としてのICT活用の導入との区別
について十分に意識させることができていなかったと
考える。しかし，学習基盤となる資質能力としての情
報活用能力の育成を推し進めるためには，この区別を
強く意識し，授業におけるICTの利活用の目的を明確
にしたうえで，ICTを使うことを目的化せず情報活用
能力の育成を目標に据えた授業づくりに取り組めるこ
とが大事である。すでに1998年の学習指導要領改定時
より「各教科等の指導に当たっては，児童がコンピュー
タや情報通信ネットワークなどの情報手段に慣れ親し

み，適切に活用する学習活動を充実する（同指導要領総
則より抜粋）」と全教員が情報活用能力の育成を目指さ
なければならないことが示されていたが，未だにその
意味を理解する教員が少ない実態が今回の研修でも見
えてきた。ICT活用がより身近になってきた今こそ，
校内において児童のICTリテラシーを高める授業づく
りについて研究を重ね，研修を通して情報共有と力量
向上を目指す，校内研究，校内研修の仕組みづくりを
進めていきたい。さらには，学校こそが未来を見据え，
子どもたちに将来の希望を与える場である必要がある
と考えるが，そのためにも，AI時代の新しい授業観・
教育観についても主体的に研究を進めていきたい。　
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